
ベジフル SAGA（2024 年６月号） 〜ブドウ栽培管理〜 

  
 早期加温のハウスブドウでは、これから収穫・出荷がスタートします。着色状況や酸の
抜け具合をみて夜温の管理を行ってください。 
 トンネル・露地ブドウでは、晩腐病やべと病を防ぐために梅雨の雨が本格化する前に袋
かけを終了してください。 
 
巨峰 
【ハウスブドウ】 
〇梅雨時期の排水対策 
 梅雨期のお大雨によるハウス内への浸水を防ぐために、排水溝の清掃や周囲の溝切りを
行って排水対策を図りましょう。 
〇新梢管理 
 水回り期以降も新梢の伸長が旺盛になっている樹や棚下が暗くなっている箇所は、摘心
や枝抜きを行い日照確保に努めて下さい。併せて白マルチを行うことで、着色促進効果が
期待できます。 
〇収穫前の対応 
 早期加温タイプでは、収穫・出荷が開始されます。加温時期に応じて果実分析や食味調
査を実施し、出荷基準を遵守して出荷してください。収穫は早朝収穫を基本とし、パッ
ク・箱詰め等の作業は涼しい場所で行い果粉（ブルーム）が落ちないように注意します。 
〇病害虫防除 
◇チャノキイロアザミウマ、カイガラムシ類（発生が多い場合） 
・コルト果粒水和剤（3000 倍） 
◇ハダニ発生時 
・ダニサラバフロアブル（1000 倍） 
 
  



【トンネル・露地】 
〇摘房（満開後 15 日頃） 
 実止まりが決定したら直ちに 10a 当たり 4000~5000 房（1 房 300g 1.2~1.5t/10a 目
標）を目安に摘房を行います。花振るいがひどい房、無種子果粒が多い房、極端に弱い新
梢の房を優先的に落とします。弱い枝の房は早く、強い枝の房は後で落としてください。 
 全樹を対象に一結果母枝一房となるように園地をひと回りし、その後は摘粒や袋掛けを
しながら最終摘房数まで調整します。 
〇摘粒（満開後 15〜20 日頃） 
 摘粒の目安としては、30 粒前後/房を目標に小粒果や内側を向いた果粒を除去し、パッ
ク（300g）を一房で詰めるような房づくりを目指して調整してください。 
 なお、摘粒作業は満開後 20 日以内を目途とし、遅くとも硬核期（満開後 40 日）に入る
前までに終わらせます。 
〇水管理 
 この時期の水分不足は果粒肥大に悪影響を及ぼすため、梅雨時期であっても降雨が少な
く土壌が乾燥する場合は、かん水を行いましょう。 
〇追肥 
 開花期以降に葉数不足で新梢の伸びが停止しているような園では、実止まり確定後すぐ
にかん水と合わせて速効性肥料で追肥を行ってください。 
〇新梢管理 
 新梢の伸長が続く場合は、基部から 20 枚程度を残して摘心し、不要な枝は棚下に下
げ、伸びを抑えるとともに必要な葉に光が十分当たるようにしましょう。 
〇品質向上対策 

着色促進と糖度上昇に効果的な方法として、環状はく皮処理があります。処理方法は、
満開後 35 日頃に主幹部にナイフ等を用いて、木質部まで切れ目を入れて樹皮（幅 5〜10
㎜）をはぎ取ります。ただし、全ての樹に処理を行うと収穫・出荷時期が重なることがあ
りますので、樹勢の弱い樹には行わず、着色の悪い樹を優先的に処理してください。 

処理部はその後やわらかいカルスが形成され、害虫の食入被害を受けやすくなりますの
で、処理部分にガットサイド S を塗布したり、使用可能な殺虫剤を散布し防除に努めて下
さい。 
〇病害虫防除 
◇小豆大 
・エクシレル SE（5000 倍）＋スイッチ果粒水和剤（2000 倍） 
◇袋掛け前 
・アディオンフロアブル（1500 倍）＋オンリーワンフロアブル（2000 倍） 
◇袋掛け後 
・コルト果粒水和剤（3000 倍）＋レーバスフロアブル（2000 倍） 



〇晩腐病対策 
1 日でも早く袋掛けを終了する。袋の締め口は、水がたまらないように上の方までしっ

かりと軸に巻き付け固く締める。 
 
シャインマスカット 
〇袋掛け終了後の管理 
 シャインマスカットは巨峰等の他の品種と比べて、土壌の乾燥の影響が大きい品種で
す。やや湿った状態（pF1.8）を維持するため、週 2〜3 回を目安に、収穫後までこまめな
かん水を行ってください。 
 樹勢の強い樹では収穫直前まで副梢の発生、伸長がみられます。放っておくと養分が浪
費され受光態勢も悪化し、負け粒の発生や糖度上昇の妨げとなります。こまめに摘心を行
い、棚面を明るく保ちましょう。 
〇収穫適期の判断 
 シャインマスカットは黄緑色系品種のため、着色のみでは収穫時期の判断が難しい品種
です。専用のカラーチャート板を使用し、収穫適期の判断を行いましょう。 
 ただし、外観だけでは判断が難しい場合もありますので、果汁分析も行い、糖度 18 度
以上に達したものから収穫し、品質重視の収穫・出荷を心がけましょう。 
 
※使用する薬剤は地区によって異なる場合がありますので、詳しくは最寄りの JA や農業
振興センターへご相談ください。また、散布前に登録内容や注意事項をご確認ください。 
 


